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運動学Ⅰ

運動学Ⅱ

正常な構造
と仕組み

解剖学Ⅱ

解剖学Ⅲ

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅴ

解剖学Ⅳ

生理学Ⅰ

生理学Ⅱ

物理学

医学概論 倫理学

リハ概論

リハ医学

保健体育Ⅰ 保健体育Ⅱ

医療人としての資質
作業療法概論Ⅰ
（OTの魅力）

作業療法概論Ⅱ

リハビリテーションと
その中の作業療法

福祉住環境学

基礎作業学Ⅱ

基礎作業学Ⅰ

作業って何？

臨床実習Ⅰ 作業療法が説明できる。
正常なからだのしくみを理解できる。

小児科学

小児領域

臨床実習Ⅱ
①対象者の状況をくみ取り個別性にあわせた柔軟な対応ができる。
②疾患の特性を踏まえ、対象者に検査を正しく実践できる。
③データの信頼性、妥当性を確認できる。

病理学概論

画像診断 画像の仕組みを学ぶ

高次脳機能障害

一般臨床医学精神医学Ⅰ

精神医学Ⅱ薬理学

精神・心理領域

作業療法評価法Ⅱ 作業療法評価法Ⅳ

作業療法評価法Ⅰ 作業療法評価法Ⅱ

理論 実技

身体機能の評価を個別に学ぶ介護技術

発達障害Ⅰ

発達障害Ⅱ

身体障害Ⅰ 身体障害Ⅱ

日常生活活動Ⅰ

日常生活活動Ⅱ

日常生活活動Ⅲ

生活行為の評価と支援

精神障害Ⅰ 精神障害Ⅱ

精神障がい領域の作業療法評価

精神障害Ⅳ

精神障害Ⅲ

精神障がい領域の
作業療法介入

義肢装具学Ⅰ

義肢装具学Ⅱ

身体障がいの
機能代償

リハ関連機器

身体障害Ⅲ 身体障害Ⅳ

身体障害Ⅴ 作業療法評価法Ⅴ

評価・治療

基礎作業学Ⅲ

基礎作業学Ⅳ

作業の治療的応用

高齢期作業療法学

老年期障害Ⅰ

老年期障害Ⅱ レクレーション療法
研究法 統計学

よりよい作業療法の提供と発展のために

地域での作業療法の実践

生活環境論 職業関連活動

地域リハビリテーション論

OSCE

臨床実習Ⅲ
①対象者との間で合意形成が図れる（関係作り、作業ニーズ）
②他職種から情報収集を行い目標に反映できる。
③対象者に必要な評価を選択し、正しく実践できる。
④評価結果より対象者の評価点、問題点を明らかにし整理できる。
⑤背景因子（個人・環境因子）が考慮された、作業療法介入計画
を立案し、説明することができる。

事例検討

事例検討

事例検討

国家試験

臨床実習Ⅳ事例検討 作業療法特論 作業療法概論Ⅲ

Advenced OSCE

整形外科学Ⅱ

整形外科学Ⅰ

神経内科学Ⅱ

神経内科学Ⅰ内科学Ⅱ

内科学Ⅰ

身体領域 運動学Ⅲ 運動学Ⅳ

情報科学
人間発達学

小児領域

身体障がいの評価と治療

身体障がいの治療

心理学 臨床心理学

正常な心の仕組みと臨床

日常英語
医学英語

リハ用語

グローバルな視野と教養

文学

社会学

法学

1
年
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2
年
次

3
年
次

4
年
次


